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工業高校としてのオープンソースへの取り組み

１．はじめに

　政府は、平成 17 年 2 月に「IT 政策パッケージ 2005」

を発表した。その内容は、行政サービスにおいてもオン

ライン化を進め、総務省や経済産業省では、「政府にお

けるオープンソースソフトウェアの活用促進」と称し、

OSS に係る指針を策定することを述べている。経済産業

省では、職員の一般事務業務に係る IT 利用環境を OSS

ベースで構築し、具体的な業務に活用することの課題を

抽出することも加えて述べられている。また、教育・人

材においても「高度な IT 人材育成」の中に「OSS を活用

した IT 人材の育成」を図る事が述べられている。具体的

には、初等中等教育の現場への OSS の適用性および有効

性を検証し、1000 名以上の児童・生徒が利用した成果

を元に、OSS ベースの IT の利用・活用環境の更なる改善

を図るとされている。国際的な立場からも、OSS に関す

る国際会議を定期的に開催する等、OSS 振興の環境整備

に努めていくことが明記されている。このように「IT 政

策パッケージ 2005」の中に「OSS」という言葉が頻繁

に使われている。政府の OSS に対する力の入れようが分

かる部分だと思われる。

２．OSS に取り組んだ背景

　1996 年に WindowsNT による校内ネットワークを導

入した。しかし時代は Windows2000 へと変わり、時代

の波に乗り遅れないように、最新の環境を生徒に提供し

ようと考えた。しかし、校内の約 160 台あまりのコン

ピュータを全て移行するには、あまりにも高額なもので

あった。言語学習においても VisualBasic １教室分のラ

イセンスを所有しており、残り２教室分を追加するため

には高額な費用が必要となった。C 言語の実習を取り入

れたいと考えたが、VisualC++ においても高額な費用が

必要となった。このようにシステムを変更するためには

高額な予算を計上しなければならず、これが IT 教育改革
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のネックになっていた。そこで簡便・低コストな IT 学習

環境を目指し OSS の導入を行った。これに対応するよう

にカリキュラムを変更していった。

３．カリキュラムの見直し

　2003 年本校では、学科改変が行われ、6 学科であっ

たものが、4 学科 5 コースにまとめられた。情報系従来

の３コース（マルチメディアコース、情報システムコー

ス、デザインコース）のカリキュラムを一つに束ねるこ

ととなった。どのように生徒を卒業させるかコースで検

討し、情報コースでは「インターネットエンジニアの育

成」を目指すことになった。大幅な予算削減から低コス

トで環境整備を行うことが不可欠な要素となり、OSS を

情報コースの目指すもの
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積極的に取り入れていく方針を示した。OSS への着目

は、Ｃ言語の実習をどうするか考えていた時期に、国庫

補助金で Macintosh ネットワークシステムの導入が決ま

Fig.1 情報コースの目指すもの
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(1IA/1IB/1IC）
り、3 つの OS が混在する環境が実現し、決定的となっ

た。このことでどの実習室でも同じようなプログラミン

グ実習ができることが不可欠となった。UNIX を基盤と

することをコースの目標に掲げていることから、UNIX

で広く用いられているＣコンパイラである gcc を利用

する事に決定した。以前、本校で試験的に行った、アル

ゴリズム教育において Squeak を取り入れたところ、楽

しみながらアルゴリズムを学習できるという結果が得ら

れたので、Squeak もカリキュラムの中に正式に取り入

れた (Fig.2)。また 2004 年に八戸工業大学電子知能シ

ステム学科と共同で、OSS に取り組むことがまとまり、

2005 年 7 月に KNOPPIX-Edu4 を取り入れることにし

た。KNOPPIX-Edu4 をベースに壁紙などを少しだけ変更

し、高大連携による IT 教育の一助にしようと KNOPPIX-

HIT が完成した。これを用いて情報リテラシー教育を行っ

た (Fig.3)。また、２年次では DOS/V 機の組み立て後に、

Apache による Web サーバー構築、Samba によるファイ

ルサーバーの構築実習を行っている (Fig.4)。三年次には、

JAVA による Web アプリケーションの成作実習も行って

いる。

４．結論

　OSS を導入したことにより、OS に依存したプログラ

ミング教育はなくなった。実際に KNOPPIX を使ってみ

ると Windows の場合とカリキュラムを大きく変えるこ

となく実習環境が提供できることが分かった。

５．問題点

　教員の UNIX に関するスキル不足が感じられる。また

本校では資格取得の一環としてワープロ検定も受験する

が、FreeWnn（フリーうんぬ）の辞書に問題があるのか、

よい変換が得られない。辞書を検定用にカスタマイズで

きれば、さらによいものになると思われる。
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Fig.2 一年次の実習概要
gcc の利用、Squeak の正式採用

Fig.3 情報リテラシー教育
OpenOffice.org を利用しているところ

Fig.4 サーバー構築実習
DOS/V 機を組立てた後、Web サーバーファイル

サーバーを立ち上げる実習が組み込まれている
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